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Any Cloud

Any Device
VMware Workspace ONE™ デスクトップ モバイル ID

Any Application
従来型アプリケーション クラウドネイティブ

アプリケーション
SaaS

アプリケーション

パブリック
クラウド
との統合

セキュ
リティ
の変⾰

デジタル
ワーク

スペースの
実現

データ
センター
の刷新

Software-Defined Data Center

VMware Cross-Cloud Architecture™

プライベートクラウド ハイブリッドクラウド パブリッククラウド

VMware Cloud Foundation™

VMware vRealize® Cloud Management

VMware Cloud Provider Program
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VMware Cross-Cloud Services™

デジタルトランスフォーメーションを実現する
VMwareの統合アーキテクチャ



Software Defined Storage

Software Defined Data Center によって
オンプレミスのリソース払い出しをより⾼速に

Server Virtualization

Virtual L2 Switch

Network Virtualization

Automation

APPDB WEB

WEB

WEB

ネットワークも含めて
システムをまるごと払い出し

APPDB WEB

WEB

WEB

システムをカタログで提供し
クラウドの様な使⽤感を提供

Web コンソールで⼀元管理
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オンプレミスからパブリッククラウドへ

vSphere / NSX / vSAN

既存 SDDC 環境

事務系 教研系 貸し出し

履修登録

成績管理

学⽣メール

マイナンバー

⼈事システム

学務システム

クラウドへ

リソース増強のための⼀時利⽤

ハードウェアの運⽤・管理からの解放

クラウドならではの技術の利⽤

オンプレでは難しい「柔軟性」「運⽤・管理の簡素化」「⾰新的な技術の利⽤」を促進

履修登録 合格発表

管理費削減 運⽤の委託費を削減

AI IoT
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クラウド利⽤時のメリット
リソースの

⼀時的な増強が簡単

ストレージやDRなど
⽤途に合わせた

サービスを使⽤可能

仮想基盤の管理を
しなくて良い

使いたい機能・サービスをスピーディに使⽤可能
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クラウド利⽤時のハードル

学内ポリシーや段階的な移⾏時など
オンプレミスにもワークロードが残る

ハイパーバイザの違いや
HA対応のため

仮想マシンやシステムの
変更が必要

インターフェースの違いにより
新しいノウハウでの管理が必要

プライベート/パブリック混在の環境をいかに簡単に運⽤・管理するかが重要
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VMware の Mega Cloud に対するアプローチ

VMware Cloud Provider Program

オンプレミス環境

VMware による仮想化VMware による仮想化

オンプレミス環境との管理 / ネットワークの共通化

ストレスフリーな『オンプレミスと Mega Cloud の両⽴』を実現



8Confidential   │ ©2018 VMware, Inc.

クラウド利⽤の⼆つのアプローチ

既存の vSphere のノウハウをパブリックでも有効活⽤ 「ハイブリッドクラウド」

マネジメント・コントロールサービス

￥

様々なクラウドを使⽤しても運⽤・管理を⼀元化「マルチクラウド」
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クラウド利⽤の⼆つのアプローチ
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既存の vSphere のノウハウをパブリックでも有効活⽤ 「ハイブリッドクラウド」

マネジメント・コントロールサービス

￥

様々なクラウドを使⽤しても運⽤・管理を⼀元化「マルチクラウド」
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ハイブリッドクラウドとは？

VMware vSANVMware vSAN

VMware NSXVMware NSX

L2延伸
マイグレーション

クラウド上でも VMware SDDC 基盤を使⽤可能に
単⼀のコンソール上で、既存のVMを、既存のノウハウを活かしながら運⽤可能
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企業におけるクラウド利⽤の半分がハイブリッドクラウドを採⽤



VMware の仮想マシン / 仮想デスクトップをクラウド上でそのまま動作可能

vSphere 仮想基盤

VMware Horizon 仮想デスクトップ環境

既存のシステムをそのままクラウド上でも使⽤可能
よりスピーディなクラウドの活⽤を実現



VMware Cloud on AWS : サービス概要

AWS のグローバル インフラ

VMware Cloud™ on AWS
Powered by VMware Cloud Foundation

お客様の
データセンター

vSphere
incl. VIC

vSAN NSX

プライベート
クラウド

Native AWS 
Services

vRealize Suite, ISV エコシステム

vCentervCenter

• AWS ベアメタル上で実⾏される VMware SDDC

• VMware が販売、運⽤、サポートを提供

• コンテナと仮想マシンのサポート

• オンデマンドのキャパシティと柔軟な利⽤

• オンプレミスの SDDC との完全な運⽤の⼀貫性

• ワークロードのシームレスな移⾏

• AWS のネイティブ サービスへの直接アクセス

• AWS のグローバルなフットプリントを基盤と
した可⽤性の⾼いサービスの利⽤

ハイライト

2018-Q4 GA 予定
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VMC on AWS で変わること

ホストが欲しいと思ってから
2時間半でデプロイ可能

AWS の様々なサービスと
広帯域低遅延でアクセス

困った時は VMware
サポートと直接

チャットでやり取り
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VMC on AWS Demo



Hybrid Cloud Extension

オンプレミス環境
L2延伸 / WAN 最適化

vSphere 環境であれば L2 延伸 / WAN 最適化を通してオンプレミスと vMotion / レプリケーションを可能に



ゼロダウンタイム - 異なる vSphere バージョン間の vMotion

• オンプレミスとクラウド間の双方向の vMotion を提供

• vSphere 5.5 a以上から可能
（6.0へアップグレードの必要なし）

• 異なる PSC SSO ドメイン間の ｖMotion も可能

• ライブとコールドマイグレーション両者を提供

• vSphere Web Client UIから、または、API経由の
ｖMotion を提供

クラウド

SDDC

オンプレ
vSphere

vMotion

概要



レプリケーションベース マイグレーション

• マイグレーションにレプリケーションを利⽤

• ソース VM はレプリケーション時にオンラインのまま

• レプリカがレディになった際に、スケジュールしたタイミング、
または、すぐにスイッチオーバー

• ⼤量 VM のマイグレーションに有効

• ESXi5.1 から利⽤可能

クラウドオンプレミス

WAN 最適化、
レプリケーションベース

マイグレーション

1
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オンラインのまま、クラウドへ
⼤きな VM をレプリケーション

ユーザのタイミングで、オンプレの VM を
電源 Off。クラウドの VM を電源 ON し、
スイッチオーバー

アクティブ レプリカ

アクティブ電源 OFF

概要



レプリケーション

• ⼤量 VM のレプリケーションをサポート

• 最短 5 分からの RPO

• 15 分からの RTO

• L2 延伸により IP モビリティを確保

• アプリケーショングループ毎の DR ポリシー設定

クラウド
（リカバリーサイト）

フェイルバック

フェイルオーバ

オンプレミス
（プライマリサイト）

レプリケーション

概要



ネットワーク延伸

• 1つもしくは複数の L2 ネットワークをクイック
に延伸。オンプレに NSXや Standalone Edgeは
必要なし

• VM を IP と MACの変更なしにシームレスな
マイグレーションをサポート

• WAN最適化
De-dup、圧縮、暗号化(Suite-B etc.)

オンプレミス
データセンタ

L2 
延伸

概要



Copyright © 2017 VMware, Inc. All rights reserved.  
This product is protected by U.S. and international copyright and intellectual property laws. VMware products are covered by one or more patents listed at http://www.vmware.com/go/patents .

vSphere Web Client
（オンプレ）にて

ダッシュボード
オーバービュー

移⾏した VM の数など

ペアリングされているクラウドの
地図表⽰

ペアリングされているクラウドの
URL、状態



L2 延伸

Copyright © 2017 VMware, Inc. All rights reserved.  
This product is protected by U.S. and international copyright and intellectual property laws. VMware products are 

covered by one or more patents listed at http://www.vmware.com/go/patents .

分散スイッチで延伸するポート
グループを右クリック

Extend Network をクリック

クラウド側のポートグループを選択し、
Gateway IP を設定

オンプレとクラウド間で L2 延伸完了



VM のマイグレーション

Copyright © 2017 VMware, Inc. All rights reserved.  
This product is protected by U.S. and international copyright and intellectual property laws. VMware products are covered by one or more patents listed at http://www.vmware.com/go/patents .

仮想マシンを右クリック

Migrate to the Cloud
をクリック

クラウド側のリソース
プールなどを選択

ここではクラウド側の
クラスタを選択

VM を保存する
データストアを選択

VMDK のディスク
フォーマットを選択

マイグレーション
⽅法を選択
ここでは vMotion

クラウドに向けて vMotion が始まる



マイグレーションの進捗確認

vMotion の進捗確認



VMware HCX はハイブリッド クラウドの
課題を解決するソリューション

課題 ⾃前で実装 ソリューション

ネットワーク
L2 延伸・IP ポータビリティ NSX or サードパーティ VMware HCX
帯域・使⽤率 サードパーティ VMware HCX
ルート最適化 NSX VMware HCX

マイグレーション
ライブマイグレーション（vMotion） vSphere 6.X 以上 VMware HCX
⼤量 VM のマイグレーション SRM, VR VMware HCX

レプリケーション RPO・RTO SRM, VR VMware HCX
ハイバーバイザ バージョンの違い - VMware HCX
⾃動化 上記項⽬実⾏の⾃動化 - VMware HCX



VMware の仮想マシン / 仮想デスクトップをクラウド上でそのまま動作可能

vSphere 仮想基盤

VMware Horizon 仮想デスクトップ環境

既存のシステムをそのままクラウド上でも使⽤可能
よりスピーディなクラウドの活⽤を実現
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Horizon Cloud on  
Microsoft Azure

Horizon Cloud with 
On-Premises 

Infrastructure
(オンプレミス型)

Horizon Cloud with 
Hosted Infrastructure

（ホスト型）

包括的なアプリおよびユーザー管理

User
Environment
Management

アプリ管理 イメージ
管理 監視と分析 サービスの

アップデート

27

Horizon Cloudサービスについて

SaaS で提供するコントロールプレーン

リソースはクラウド上で管理リソースはオンプレミスで管理



Cloud

オンプレミス型とDaaSサービスの違い



Horizon Cloud on Azure



Win Server 2016

*1  NV6の最大サポートセッションス数はNVIDIAドライバの制限により20となります。
*2参考セッション数の算出方法は以下のドキュメントをご参照ください

¥https://www.vmware.com/content/dam/digitalmarketing/vmware/en/pdf/products/horizon-cloud-virtual-desktops/vmware_
horizon_cloud_service_on_microsoft_azure.pdf

Horizon Cloud on Azureの提供メニュー（サイズ）

Windows 10 VDI
(For Beta customers)
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パブリッククラウドを使⽤した事によって新たな課題も⾒え始める

パブリッククラウドを「どこで」「どのくらい」使⽤しているかを把握する必要がある
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クラウド利⽤の⼆つのアプローチ

既存の vSphere のノウハウをパブリックでも有効活⽤ 「ハイブリッドクラウド」

マネジメント・コントロールサービス

￥

様々なクラウドを使⽤しても運⽤・管理を⼀元化「マルチクラウド」
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PaaSの様なパブリッククラウドのサービスを使うことで
よりアプリケーションの開発に注⼒できる様に

物理サーバの管理や
スケールさせる際に

サーバを購⼊する必要が

OSのパッチ適⽤
ウィルス対策

ライブラリ・パッケージの
インストール

アプリケーションの
開発の他に作業が

増えてしまう
Azure Function Cloud Functions Lambda

従来のアプリケーション開発 PaaSを使⽤したアプリケーション開発

・・・

プログラムを
アップロード

セキュリティ対策/スケールを
⾃動的に実⾏

PaaS を利⽤することで、基盤の管理から解放されて
アプリケーションの迅速な展開が可能に
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PaaSを利⽤することで環境がマルチクラウド化することも

要件に合わせたクラウドサービスを選択することで管理が複雑化する事も

・・・

・・・

・・・

IaaS PaaS DBaaS

IaaS PaaS DBaaS

IaaS PaaS DBaaS

各クラウドサービスが
得意とするシステムを

それぞれ構築
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VMware Cloud Services

アプリケーション

IaaS 提供⽅法

ハードウェア

Cross Cloud 
Services

VMware Cloud Services
Discovery Network InsightCost Insight

Wavefront NSX Cloud AppDefense

AWS Azure Google
Cloudオンプレ基盤

VMs / ContainersVMs / Containers VMs / Containers

複数のクラウドの管理を SaaS サービスを通して⼀元化



Discovery Network 
InsightsCost Insight NSX Cloud Wavefront App

Defense

Services at Launch

ネイティブ パブリック
クラウド： AWS、Azure 

vSphere Clouds: プライ
ベート/オンプレミス

ネイティブ パブリック
クラウド： AWS、Azure 

vSphere Clouds: プライ
ベート/オンプレミス

ネイティブ パブリック
クラウド： AWS、Azure 

vSphere Clouds: プライ
ベート/オンプレミス

ネイティブ パブリック
クラウド： AWS

vSphere Clouds: POST 
Launch

ネイティブ パブリック
クラウド： AWS、Azure 

vSphere Clouds: POST 
Launch

ネイティブ パブリック
クラウド：POST 

Launch

vSphere Clouds: プライ
ベート/オンプレミス

Clouds supported

各クラウドのサービス状況
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クラウドを横断した
ワークロードの

可視化
物理・仮想環境の

NW可視化
クラウド間の
コスト⽐較

NFVを
SaaSとして提供

クラウド間の
データの可視化

サーバサイド
アプリの

セキュリティ担保
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ON PREMISES DATA CENTER

Discovery

37

パブリックならびにプライベートクラウドからインベントリ情報を⾃動収集

オンプレ / クラウド関係なく VM を動的にグルーピングしてインベントリを確認可能
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Discovery Demo
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ON PREMISES DATA CENTER

Cost Insight

39

クラウド費⽤を分析 / ⽐較してコスト削減の機会の発掘

ワークロードごとの課⾦状態の管理 / コスト削減⽅法の確認
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Cost Insight Demo
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NSX Cloud

41

パブリッククラウドで動作するアプリケーションの⼀貫したネットワークとセキュリティ

クラウド環境にも NSX ベースのネットワークを提供
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NSX Cloud Demo
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まとめ

VMware Cloud Provider Program

オンプレミス環境

VMware による仮想化VMware による仮想化 = ハイブリッドクラウド

オンプレミス環境との管理 / ネットワークの共通化 = マルチクラウド

Mega Cloud の使⽤をスムーズにする仕組みを VMware が提供します


